






要約 1,9-dimethylmethylene　blue(DMB)を用いた簡易なムコ多糖定量法をマススクリー

ニング法としての実用化に向けて検討している。今回は、次の 3項目について検討した。

1)マイクロプレート法と、自動分析法を比較した。コンドロイチン 6硫酸を標準物質とし

た標準曲線で、マイクロプレート法では 300μg/ml まで直線性が得られた。また、マイク

ロプレート法と自動分析法の相関係数は、r=0.917 と良好な結果が得られた。2)尿ろ紙か

らの回収法を検討した結果、抽出法を吟味することでろ紙の選択範囲も広くなることが明

らかとなった。3)岐阜県でのパイロットスタディ:19800 人をスクリーニングしたが、現

在までのところまだ患者はみつかっていない。


